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（１） はじめに 

・静岡県内で発生するトンネル湧水は、導水路トンネルとポンプアップにより

工事の一定期間を除き、工事中・工事完了後のいずれも、全量を大井川上流

部（椹
さわら

島
じま

）に戻します。 

・例外的に、工事の安全確保の観点から、県境付近の断層帯を山梨県側から上

り勾配で掘削することに伴い、工事の一定期間（山梨県側から掘削する先進

坑が県境を越えて静岡県側の先進坑とつながるまでの期間）は、県境付近で

発生するトンネル湧水が静岡県から山梨県へ流出します。 

・当社が実施した水収支解析（ＪＲ東海モデル及び静岡市モデル）による予測

の結果、この工事期間中にトンネル湧水が県外へ流出した場合でも、静岡工

区での地下水貯留の減少分を含むトンネル湧水量を、導水路トンネル等によ

り河川に流すことで、トンネル掘削中、掘削完了後においても椹
さわら

島
じま

下流側

の河川流量は維持されることを確認しています。 

・国土交通省の「リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議」が２０２１年１２

月に取りまとめた「大井川水資源問題に関する中間報告」（以下、「中間報告」

という。）では、「水収支解析では、工事期間中（そのうち、先進坑貫通まで

の約１０ヶ月間）において、想定されるトンネル湧水量が県外流出した場合

においても、それ以上の量の静岡県内の山体内に貯留されている量も含めた

地下水がトンネル湧水として導水路トンネル等を通して大井川に戻される

ため、中下流域の河川流量は維持される解析結果となることが示された」と

されています。同時に、「これらの解析結果は一定の前提を置いた上での計

算結果であり不確実性を伴う」、「県外流出量を大井川へ戻す方策については、

関係者の納得が得られるように具体的方策などを協議すべきである」とされ

ています。 

・当社としては、このようなご指導を踏まえて、解析には不確実性を伴うこと

を前提に、リスク要因を認識し、リスク管理やモニタリングを実施していく

とともに、大井川流域市町や利水者の皆様、静岡県のご不安やご懸念を真摯

に受け止めた上で、大井川流域で水資源を利用されている皆様にご安心いた

だけるよう、工事の一定期間に静岡県から県外へ流出するトンネル湧水量

（以下、県外流出量という。）と同量を大井川に戻す方策の検討を進めてき

ました。 

・この方策について、検討が進みましたので、ご説明します。 

・なお、長野県境においても同様に先進坑がつながるまでの間は、県外流出が

生じますが、本資料では、県境付近に断層帯がありトンネル湧水量が大きい
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ことが想定される山梨県側を中心にご説明します。 

・今後、本資料の方策の実施に向けて検討を深めるとともに、関係者と真摯に

協議していきます。また、大井川流域市町や利水者等のご意見をお聞きしな

がら、実施する方策を決めていきます。 
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（２） 県外流出量と同量を大井川に戻す方策 

１） 山梨県側 

Ａ案：山梨県内で発生するトンネル湧水を先進坑貫通後に大井川に戻す方策 

・山梨県側から掘削する先進坑が県境を越えて静岡県側の先進坑とつなが

った後に、山梨県内で発生するトンネル湧水を、県外流出量と同量、大井

川に戻す方策です（図 １）。 

・大井川に戻す時期は渇水期に重点を置いて実施するなどの対応も可能な

方策であり、当社単独で実施できます。 

・山梨県内の先進坑内に湧水を汲み上げるための設備を設置し、先進坑貫通

後の一定期間、順次ポンプアップすることで、県外流出量と同量を導水路

トンネルから大井川へ戻します。 

・山梨県側から大井川へ戻すトンネル湧水についても、処理設備により適切

に処理を行ったうえで大井川へ放流します。また、河川放流前にも計測を

行い、適切に処理されていることを確認します。 

図 １ 山梨県内で発生するトンネル湧水を先進坑貫通後に大井川に戻す方策 

 

・現在掘削中の山梨工区では１ｋｍあたり約０．３２ｍ３／分（＝約０．０

０５ｍ３／秒）※、１年間に換算すると約１７万ｍ３／年のトンネル湧水

が実績として湧出しています。 

※山梨工区における斜坑、本坑、先進坑等の実績湧水量の合計を掘削延長で除した数値（令和４年
３月時点） 

 

・現在のトンネル湧水量で大井川に戻し続ける場合、県外流出量と同量を大

井川に戻すための必要な期間を算出しました。算出条件は以下のとおりで

す。また、算出結果を表 １に示します。 
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 ＜算出条件＞ 

・県外流出量は、水収支解析により想定される解析結果（ＪＲ東海モデル：

３００万ｍ3、静岡市モデル：５００万ｍ3）とした。 

・山梨県内で発生するトンネル湧水をポンプアップする区間は、山梨工区

の本坑、先進坑、斜坑の約１６．６ｋｍを対象とした（図 ２）。 

図 ２ 山梨県内で発生するトンネル湧水をポンプアップする区間 

・先進坑貫通後に、県外流出量と同量を大井川に戻すために必要な期間は、

約１年１ヶ月（県外流出量が３００万 m3（ＪＲ東海モデル）の場合）、約

１年９ヶ月（県外流出量が５００万 m3（静岡市モデル）の場合）となりま

す（表 １）。 

・山梨工区の掘削の進捗に伴い、湧水の状況は変化していくと考えられるこ

とから、山梨県内で発生するトンネル湧水をポンプアップする区間や必要

な設備等の計画については、湧水の実績量をもとに検討を深めていきます。 

 

表 １ 県外流出量と同量を大井川へ戻すために必要な期間 

  

時点 
1km あたり 

湧水量 

山梨県内の対象区間（約

16.6km）の湧水量 

必要な期間 

300 万 m3 （JR

東海モデル） 

500 万 m3（静

岡市モデル） 

R4.3 

時点 

0.32m3／分 

（0.005 m3／秒） 

5.3m3／分 

（0.088 m3／秒） 
280 万 m3／年 約 1 年 1 ヶ月 約 1 年 9 ヶ月 

釜沢斜坑

除山斜坑

西俣斜坑

千石斜坑

広河原斜坑
早川

大井川

小渋川

静岡県長野県 山梨県

N

早川斜坑

小渋川斜坑

山梨県内の本坑・先進
坑・斜坑の対象区間

約16.6km

静岡工区：8.9km 山梨工区：7.7km長野工区：8.4km

導水路トンネル



 

５ 

Ｂ案：工事の一定期間、発電のための取水を抑制し、大井川に還元する方策 

・東京電力リニューアブルパワー株式会社は、発電のために大井川から田代

ダムに取水しています。 

・本案は、山梨県側から掘削する先進坑が県境を越えて静岡県側の先進坑と

つながるまでの期間（１０ヶ月と想定）に、静岡県から山梨県へ流出する

トンネル湧水量（県外流出量）を計測しつつ、同時期に、県外流出量と同

量の大井川からの取水を抑制し、大井川に還元する方策です。（図 ３）。 

・関係者のご理解のもとで、東京電力リニューアブルパワー株式会社に依頼

して、実施を検討する案です。 

 

 図 ３ 工事の一定期間、発電のための取水を抑制し、大井川に還元する方策 

 

２） 長野県側 

・工事の一定期間に静岡県から長野県へ流出するトンネル湧水量について

も、Ａ案、Ｂ案をもとに検討を深めるとともに、関係者と協議をしていき

ます。 
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（３） 県外流出量をできる限り減らす方策 

・静岡県側から掘削する先進坑から、県境付近に向けて高速長尺先進ボーリ

ングを行い、小さな孔をあけ、ボーリングの口元から湧出する県境付近の

地下水をポンプアップして大井川へ流します（図 ４（山梨県側の例））。

これにより、県外流出量を減らします。 

 

図 ４ 県外流出量をできる限り減らす方策（山梨県側の例） 

（断面図イメージ） 

 


